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『ポイント』
 ビットコインの先物取引が、⽇本時間の２０１７年１２⽉１１⽇にシカゴ・オプ

ション取引所(ＣＢＯＥ) 、２０１７年１２⽉１８⽇にはシカゴ・マーカンタイル取
引所(ＣＭＥ)において開始されました。

 ⽶国の主要な取引所でビットコイン関連の取引が認められるのは初めてのことで、
ＥＴＦの上場など、ビットコイン取引の更なる拡⼤に繋がるか、注⽬が集まります。

 ⼀⽅で、ビットコインは他の資産と⽐べてもボラティリティ⽔準が⾼く投機的側⾯
が強くなっています。また、２０１８年１⽉末に発覚したコインチェックの流出問
題などから、今後、仮想通貨全般に対する規制・監視体制が強化される可能性があ
ります。

今回は、２０１７年１２月に先物が上場したビットコインについて、特徴や今後の展
望について考察してみたいと思います。
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ビットコイン取引所は、以前より⽇本をはじめ世界に存在してきたが、それらはいずれも私設取引
所。従って、ビットコインの取引価格は取引所によってバラバラであり、正式なレファレンス（参
照）価格を決められないという問題があった。

しかし、今回、商品先物取引委員会（ＣＦＴＣ）によって監督されているＣＢＯＥとＣＭＥにビッ
トコイン先物が上場されたため、そこでついた価格は、連邦政府公認の取引所でついた、オフィ
シャルな価格データという⾊彩を帯びることになる。

今後は、ＳＥＣがビットコインの上場を却下し続けることは、難しくなると予想される。先物市場
での⼀定程度の売買⾼の確保から更なる規模拡⼤を実現し、流動性懸念の払拭、価格の妥当性を⽰
すことができれば、ＥＴＦ上場に繫がるとみられる。

＜これまでの経緯と今後の⾒通し＞
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本レポート作成基準日現在における情報をもとに作成しておりま

すが、当該情報の正確性を保証するものではありません。

 ＭＡＢは、本レポートの利用に関連して発生した一切の損害につ

いて何らの責任も負いません。
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るものではありません。
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のために作成されたものではありません。
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財産権等一切の権利は三菱アセット・ブレインズ株式会社（以下、
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